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「
放
課
後
活
動
の
場
を
つ
く

り
、
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
さ
せ
た
い
」

　
県
立
江
南
高
等
特
別
支
援
学

校
の
保
護
者
の
強
い
思
い
を
出

発
点
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
新

潟
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
推
進
協
会
」。
一
昨
年
に

は
、
活
動
・
交
流
・
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
の
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
１
Ｕ
Ｐ
」（
ワ

ン
ナ
ッ
プ
）
を
設
け
、
ア
ー
ト

と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ロ

ア
ホ
ッ
ケ
ー
の
３
本
柱
の
ク
ラ

ブ
活
動
を
活
発
化
す
る
と
と
も

に
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理

解
を
深
め
、
障
が
い
の
あ
る
人

も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
普
通
の
高
校
と
同
じ
に
あ

る
と
思
っ
て
い
た
部
活
動
が
な

か
っ
た
」。
理
事
長
の
田
中
明

美
さ
ん
は
息
子
が
入
学
し
た
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。
放
課
後

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
少
な
く
支
援

学
校
・
学
級
の
多
く
の
子
ど
も

た
ち
は
帰
宅
後
、
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
、パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、

友
達
と
遊
ぶ
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

「
体
の
動
か
し
方
が
分
か
ら
ず
、

体
力
が
無
い
」
実
情
も
あ
り
ま

し
た
。「
こ
う
い
う
子
ど
も
た

ち
に
こ
そ
、
部
活
動
が
必
要
で

し
た
」。
二
人
三
脚
で
活
動
し

て
き
た
副
理
事
長
の
新
井
景
子

さ
ん
も
強
調
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
思
い
は
、
そ
の

奮
闘
と
学
校
側
の
協
力
で
結

実
、
２
０
１
１
年
11
月
、
保
護

者
が
運
営
す
る
「
放
課
後
活
動

ク
ラ
ブ
」
が
始
ま
り
、
翌
年
４

月
に
は
「
江
南
高
等
特
別
支
援

学
校
放
課
後
活
動
ク
ラ
ブ
『
Ｋ

Ａ
Ａ
Ｃ
（
カ
ー
ク
）』」
と
し
て

発
足
。
毎
週
１
回
、
支
援
学
校

の
体
育
館
と
多
目
的
教
室
を
使

い
、
ア
ー
ト
と
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
２
ク
ラ
ブ
が
手
探
り

状
態
で
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
２
０
１
４
年
に
は
、
フ
ロ

ア
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
が
加
わ
り

ま
し
た
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
女

子
チ
ー
ム
が
県
代
表
と
し
て

「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」

に
出
場
、
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
も

「
全
日
本
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
大
会
」
に
出
場
す
る
な
ど
各

大
会
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
今
は
ク

ラ
ブ
ご
と
に
Ｏ
Ｂ
も
参
加
で
き

る
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
多
く
は
、
個
人
プ
レ
ー
が
多

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦

手
な
の
で
、
あ
え
て
集
団
ス

ポ
ー
ツ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と

言
い
ま
す
。

　
現
在
、
活
動
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
週
２
回
、
フ
ロ
ア

ホ
ッ
ケ
ー
が
週
１
回
と
な
っ
て

お
り
、
外
部
コ
ー
チ
を
招
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
技
術
が
め
き
め
き
上
達
す

る
と
同
時
に
、
他
人
の
立
場
を

考
え
る
思
い
や
り
の
心
も
ど
ん

ど
ん
成
長
し
て
来
る
と
言
い
ま

す
。
個
人
プ
レ
ー
の
多
か
っ
た

子
が
、
相
手
の
取
り
や
す
い
パ

ス
を
し
た
と
き
は
「
感
動
も
の

だ
っ
た
」
そ
う
で
す
。
学
校
の

体
育
館
に
は
、
仲
間
を
応
援
す

支
援
学
校
の
放
課
後
活
動
実
現
、共
生
の
輪
広
げ
る

◆ 

メ
　
モ 

◆

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
資
金
を
調
達
し
た
「
１
Ｕ

Ｐ
」。
予
想
以
上
の
短
期
間
に

目
標
を
ク
リ
ア
し
た
。
そ
の
名

前
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
生
き
る
力
を
つ
け
る

た
め
、
一
歩
ず
つ
成
長
し
て
い

こ
う
」
と
い
う
思
い
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
。
Ｏ
Ｂ
ら
が
気
軽
に

立
ち
寄
り
、
つ
な
が
り
続
け
る

場
、
地
域
の
人
た
ち
や
支
援
者

ら
と
の
交
流
の
場
で
あ
る
。

　
開
館
時
間
は
、
平
日
は
11
時

か
ら
18
時
、
土
曜
と
日
曜
は
10

時
か
ら
17
時
。
火
曜
と
祝
日
、

年
末
年
始
は
休
館
。

【
住
所
】
新
潟
市
江
南
区
亀
田

向
陽
３
―

３
―

９　
ラ
フ
ィ
ー
ネ

向
陽
１
階

【
電
話
】
０
２
５
―

２
５
０
―

５
５
４
１

【e-m
ail

】　yunisupoart@
yahoo.co.jp

バスケットボールの休日練習

フロアホッケーの全日本大会（東京）

新
潟
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
推
進
協
会

（
田
中
明
美
・
理
事
長
＝
新
潟
市
江
南
区
）

特
定
非
営
利

活
動
法
人
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在
宅
で
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
た

方
か
ら
、
そ
の
家
族
が
施
設
へ
入
所
さ

れ
た
と
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。
他
の
家

族
や
支
援
者
か
ら
の
勧
め
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
介
護
者
の
疲
れ
や

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
日
々
の
生
活
や
気
持
ち
に
少
し
で
も

余
裕
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
、
私
は
つ
い
安
直
に
考
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
介
護
は
一
人
で
抱
え
こ
ま

な
い
こ
と
が
大
事
、
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
は

十
分
に
使
い
、
頼
れ
る
人
は
大
い
に
頼
っ

て
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う

こ
と
の
な
い
よ
う
に
…
そ
ん
な
思
い
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
実
際
は
違
う
よ
う
で
し
た
。

相
手
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
自
分
の
中

の
何
か
を
引
き
剥
が
さ
れ
た
よ
う
な
感
覚

に
苦
し
ん
で
い
る
、
昼
夜
問
わ
ず
つ
き
っ

き
り
で
介
護
を
し
て
い
た
頃
の
方
が
良

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
。
私
は
そ
の

言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
自
分
の
考
え
の
浅

は
か
さ
に
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

周
囲
の
目
に
は
苦
労
や
負
担
と
し
て

映
っ
て
い
る
こ
と
が
、
介
護
者
に
と
っ
て

は
「
生
き
が
い
」
に
な
っ
て
い
る
。
生
活

の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
懸
命
に
介
護
を
さ
れ
て
き
た
人
で
あ

れ
ば
な
お
さ
ら
で
し
ょ
う
。
仮
に
こ
ち
ら

か
ら
見
て
明
ら
か
に
介
護
者
の
負
担
に

な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
状
況
を
是

正
し
よ
う
と
す
る
前
に
、
ま
ず
は
介
護
者

の
心
境
を
受
け
止
め
て
歩
み
寄
る
必
要
が

あ
る
の
だ
と
、
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
善
か
れ
と
思
っ
て
し
た
こ
と
が
、
気
が

利
き
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
こ
ち
ら

の
独
り
善
が
り
に
な
っ
て
い
た
り
。
介
護

に
限
ら
ず
、
そ
う
い
っ
た
場
面
は
少
な
か

ら
ず
誰
し
も
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
相
手
の
気
持
ち
を
置
い
て

き
ぼ
り
に
し
な
い
」
…
分
か
っ
て
い
る
つ

も
り
で
、
難
し
い
も
の
で
す
。

�

（
実
央
）

ず～む
2020
Vol.42

気
持
ち
の
ゆ
く
え

る
大
き
な
声
が
響
き
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
絆
を
深
め

「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
を
体
現
し
て

い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
に
「
ど
う
や
っ
て
接
し
て

良
い
の
か
戸
惑
っ
て
い
た
」
大

学
生
や
社
会
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
も
、
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る

こ
と
で
、
そ
の
垣
根
が
一
気
に

取
り
払
わ
れ
、
一
緒
に
楽
し
む

仲
間
と
い
う
形
に
変
わ
っ
て
く

る
と
言
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や

ア
ー
ト
活
動
は
ス
ム
ー
ズ
に
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深

め
る
ツ
ー
ル
だ
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
ア
ー
ト
活
動
は
水
曜
日
に
学

校
で
・
金
曜
日
は
「
１
Ｕ
Ｐ
」

で
伸
び
伸
び
と
創
作
に
励
ん
で

い
ま
す
。
毎
年
全
員
が
、
ア
ク

リ
ル
絵
の
具
で
キ
ャ
ン
バ
ス
作

品
を
制
作
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
互
い
の
作
品
を

鑑
賞
す
る
な
ど
の
仲
間
意
識
づ

く
り
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
も
楽
し
そ
う
な
笑

い
声
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
夏
に
は
恒
例
の
３
ク
ラ
ブ

合
同
の
１
泊
２
日
の
合
宿
が
あ

り
ま
す
。

　
課
題
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は

大
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
減
っ
て
い
る

の
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
は
、

友
達
感
覚
で
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

ら
っ
て
い
た
。
ぜ
ひ
来
て
ほ
し

い
」
と
田
中
理
事
長
は
強
調
し

ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
田
中
理
事

長
ら
は
「
活
動
の
拠
点
と
な
る

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
体
育
館
）
を

造
り
た
い
」と
大
き
な
夢
を
持
っ

て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
集
ま
れ
る
場

所
で
、自
由
に
練
習
で
き
る
コ
ー

ト
が
ほ
し
い
と
話
し
ま
す
。

　
「
１
Ｕ
Ｐ
ま
つ
り
」
を
開
く

な
ど
地
域
の
人
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
ら
が
生
き
生
き
と
ア
ー

ト
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込

み
、
そ
の
子
ど
も
ら
を
取
り
巻

く
状
況
へ
の
理
解
を
深
め
る
活

動
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
・
新
潟
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
）

◇　
　
　
◇

　
地
域
の
社
会
資
源
を
耕
し
、

共
生
社
会
に
向
か
っ
て
、
地
域

を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
福
祉

関
連
団
体
な
ど
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

多くの人でにぎわった１ＵＰまつり
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貸付資金の種類

○対象世帯／低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯、
生活保護世帯

※日常生活上又は自立生活に資するため一時的に必要な費用を貸付

生業を営むために必要な経費 460 万円以内

技能習得及び生計維持経費
習得期間により
580 万円以内

住宅の増改築、補修等経費 250 万円以内

福祉用具等の購入に必要な経費 170 万円以内

障害者用自動車の購入経費 250 万円以内

負傷･疾病の療養に必要な経費
療養等の期間により

230 万円以内介護･障害者サービスを受けるための経
費

災害により臨時に必要となる経費 150 万円以内

冠婚葬祭に必要な経費

50 万円以内

住居の移転等、給排水設備等の設置に必
要な経費

就職、技能習得等の支度に必要な経費

その他日常生活上一時的に必要な経費

○対象世帯／低所得世帯
※世帯の収入や失業により日常生活全般に困難を抱えている世帯

生活支援費
生活再建ま
でに必要な
費用

(単身) 月 15 万円以内
(2 人以上)月 20 万円以内

住居入居費
住宅の賃貸
契約の費用 40 万円以内

一時生活再
建費

生活再建に
必要な使用 60 万円以内

※離職期間が 2年以上ある方は対象外

○対象世帯／低所得世帯､生活保護世帯

教育支援費

高校､高等専
門 学 校 ､ 短
大､大学への
就学費用

①高校 月 3.5 万円以内
②高等専門学校､短大

月 6.0 万円以内
③大学 月 6.5 万円以内

就学支度費
入学時に必
要な費用 50 万円以内

※通常の貸付月額上限では学費が不足するなど一定要件に
該当する場合には､教育支援費の貸付上限額を従来の 1.5
倍まで可能｡

○対象世帯／低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯

緊急かつ一時的に世帯の生計維持が困
難となった場合 (要件あり) 10 万円以内

【貸付利子】
○連帯保証人を立てた場合 ｢無利子｣
○連帯保証人を立てない場合｢年 1.5％｣

○対象世帯／高齢者世帯

不動産担保型
生活資金

低所得の高齢者世帯
に対し､一定の居住
用不動産を担保とし
て生活資金を貸し付
ける資金

土地の評価額の
70％程度

月 30 万円以内

要保護世帯向け
不動産担保型
生活資金

要保護の高齢者世帯
に対し､一定の居住
用不動産を担保とし
て生活資金を貸し付
ける資金

土地及び建物の
評価額の 70％
程度(集合住宅
の場合は 50％)

生活扶助額の
1.5 倍以内

※不動産担保型生活資金のみ貸付利子は､年 3％又は長期
プライムレートのいずれか低い利率を適用｡

30

(

27

4

)
1.7

65

2.5

緊急小口資金

教育支援資金

総合支援資金

福祉資金 福祉費

不動産担保型生活資金

※緊急小口資金は無利子(連帯保証人不要)
※教育支援資金及び福祉費(技能習得費･支度費)は､世帯の
生計中心者が連帯借受人となった場合､無利子になります。

【延滞利子】

年 3.0％

お住まいの市町村社会福祉協議会にお問い合わせください。
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生活福祉資金貸付制度における緊急小口資金等特例貸付の実施
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生計
維持のための貸付を必要とする世帯への貸付を行う「緊急小口資金等特例貸付」が令和２年３月25日
から全国一斉にスタートしました。

　これは、今般の新型コロナウイルス感染症に伴う経済対策の一環として、国が総額311億円の予算
を計上し、厚生労働省から都道府県を通じて、従来からの「生活福祉資金貸付制度」の特例措置とし
て、都道府県社会福祉協議会を実施主体とし地域の市町村社会福祉協議会を窓口に実施されることに
なったものです。

　今回の新型コロナウイルス感染症では、感染防止の観点から外出自粛や各種イベント等の休止等の
影響により休業等を余儀なくされた方や個人事業主等（自営業者、フリーランスを含む）の方、小学
校等の休校措置に伴い児童の養育により休業等が必要となった方など、感染症の影響によって収入の
減少があった世帯のために、緊急的かつ一時的な生計維持のための貸付を行うものとしています。

特例貸付 【緊急小口資金】
（一時的な資金が必要な方）

【総合支援資金（生活支援費）】
（生活の立て直しが必要な方）

貸付対象者

新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、休業等により収入の減少があり、緊
急かつ一時的な生計維持のための貸付を
必要とする世帯

新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、収入の減少や失業等により生活に困
窮し、日常生活の維持が困難となってい
る世帯

貸付上限
10万円以内

（学校等の休業等、個人事業主等の特例
20万円以内）

	 （２人以上）	月20万円以内
	 （単身）	月15万円以内
	 貸付期間：	原則３ヶ月以内

据置期間 １年以内 １年以内
償還期限 ２年以内 10年以内
貸付利子 無利子 無利子

　注：	総合支援資金（生活支援費）については、原則、自立相談支援事業等による継続的な支援を受けること
が要件

　新潟県内の申込状況は、４月20日現在で合計で315件、47,400,000円（内訳：緊急小口資金315 
件、47,400,000円、総合支援資金０件、０円）となっています。また、相談内容としては、新型コロ
ナウイルス感染防止のため仕事がキャンセルとなったり、集客が大幅に減少したため、収入が減って
しまったという個人事業主等の方々の相談や普段からギリギリの生活をしておられた方、税金等の一
時的滞納を含む債務を抱えた方からの相談も寄せられています。

　この貸付制度の窓口となる市町村社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染防止による一時的
な影響だけでなく、影響前の収支状況等を含め、世帯全体の状況や現在の生活面での悩みや諸課題に
ついて、丁寧に聞き取り、制度本来の主旨である「世帯の自立促進」を目的とした相談支援を実施し
ています。
　また、必要に応じて、地域の身近な相談役である民生委員や自立相談支援機関等の関係者とも緊密
な連携を図り、相談者（世帯）の自立に向けた継続的な見守りや相談、生活支援を行っています。

　このたびの特例貸付については、厚生労働省の通達では当面、令和２年７月末までの受け付けとさ
れています。しかしながら、新型コロナウイルス感染症は、未だ収束の兆しも見えない状況となって
います。今後も本制度本来の目的を踏まえつつ、地域の福祉関係者と協力し、支援が必要とされる地
域住民に寄り添い、生活課題の解決に向けた取り組みや相談体制等の整備が求められています。
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

福祉施設の福祉施設の事故・紛争円満解決のために事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
傷害事故補償

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償
施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJNK19-14129 2020.2.7作成〉

施設職員の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償 NEW

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円

▶保険金額

令和２年度
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ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp
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❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
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1,500円
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51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）
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傷害見舞費用
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償
事
故
に
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応
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等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJNK19-14129 2020.2.7作成〉

施設職員の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償 NEW

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円

▶保険金額

令和２年度

第23回　新潟県介護支援専門員実務研修受講試験（ご案内）

　この試験は、介護支援専門員になるために必要な実務研修の受講を希望する方に対して、事前に介
護保険制度や要介護認定等に関する専門知識を有していることを確認するために行われるものです。
平成16年度から新潟県の指定を受け、社会福祉法人新潟県社会福祉協議会が実施しています。

受 験 資 格

　次の１～５の業務に従事した期間が通算して５年以上、かつ、当該業務に従事した日数が
900日以上である者
１．法定資格保有者
　�　下記資格の登録日又は免許交付日以降、当該資格に基づく直接的な対人援助業務に従事
した期間
　≪�医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法
士、社会福祉士、介護福祉士、視能訓練士、義肢装具士、歯科衛生士、言語聴覚士、あん
摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師、柔道整復師、栄養士（管理栄養士を含む）、精神
保健福祉士≫

２．生活相談員
　�　生活相談員として、（地域密着型）介護老人福祉施設・（地域密着型）特定施設入居者生活
介護（介護予防を含む）において、要介護者等の日常生活の自立に関する相談援助業務に
従事した期間
３．支援相談員
　�　支援相談員として、介護老人保健施設において、要介護者等の日常生活の自立に関する
相談援助業務に従事した期間
４．相談支援専門員
　�　障害者総合支援法第５条第18項及び児童福祉法第６条の２の２第７項に規定する事業の
従業者として従事した期間
５．主任相談支援員
　　生活困窮者自立支援法第２条第２項に規定する事業の従事者として従事した期間
（注�１）介護保険法施行規則及び介護支援専門員実務研修受講試験事業実施要綱の一部改正
による受験要件の見直しに伴い、上記以外の受験要件は認められませんので、留意して
ください。

（注�２）平成29年度試験以前の受験票や結果通知書があっても、実務経験証明書の提出を省
略することはできません。

試 験 内 容 ・介護支援分野　・保健医療福祉サービス分野�
試 験 日 令和２年10月11日（日）��午前10時～12時
「手引き」配付期間 令和２年�６月15日（月）�～�７月10日（金）
申込受付期間 令和２年�６月15日（月）�～�７月10日（金）※簡易書留による郵送のみ受付　当日消印有効

入 手 方 法

　次のいずれかで「受験の手引き」を入手し、指定の用紙により申し込んでください。
《窓口での配付》
　・新潟県内の全市町村社会福祉協議会または新潟県社会福祉協議会（試験等実施本部）の窓口
《郵送希望の場合》
　・�封筒の表左側に｢受験の手引○部請求｣と朱書きし、Ａ4版の入る定形外の返信用封筒
（角2封筒240×332㎜)を同封して、試験等実施本部まで請求してください。

　　返信用封筒には切手を貼付し、郵便番号、住所、氏名を明記してください。
　　　貼付切手……１部請求　250円　　　　２部請求　390円
　　　　　　　　　３部請求　580円　　　　４部以上請求の場合は、ご相談ください。

試 験 会 場 県内の大学等（受験票に記載してお知らせします）
受 験 料 13,600円

問い合わせ先
〒950-8575　新潟市中央区上所２丁目２番２号　新潟ユニゾンプラザ�３階
新潟県介護支援専門員実務研修受講試験等実施本部（社会福祉法人新潟県社会福祉協議会内）
　（電話）025-281-5526　　（URL）http://www.fukushiniigata.or.jp
　受付時間：平日の９：00～12：00、13：00～17：00（土･日･祝日は除く）
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赤い羽根 情 報赤い羽根

●県社会福祉協議会	 （単位：円）
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟県社会福祉協議会 5,599,000「福祉にいがた」の発行等

●県広域社会福祉団体	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟県母子寡婦福祉連合会 300,000 県母子寡婦福祉大会
新潟県手をつなぐ育成会 130,000 研修事業
新潟県保育連盟 300,000 保育所問題研究委員会
新潟県身体障害者団体連合会 640,000 県身体障害者福祉大会等
新潟県老人クラブ連合会 493,000 県老人福祉大会
新潟県肢体不自由児協会 230,000 ふれ愛作品展
新潟県保護司会連合会 300,000 研修事業等
新潟県民生委員児童委員協議会 500,000 研修事業等
新潟県ホームヘルパー協議会 300,000 研修事業
新潟県災害ボランティア調整会議 300,000 研修事業
新潟県精神障害者家族会連合会 270,000 福祉フォーラムの開催
新潟いのちの電話 379,000 電話相談員養成事業
新潟県里親会 300,000 新潟県里親大会等

●県広域社会福祉施設	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

zutto・sotto 1,719,000 車両の購入
かめだ早通の里 2,000,000 車両の購入
はさぎの里 1,470,000 車両の購入
ケアハウス岡南 1,427,000 車両の購入
桐樹園 1,858,000 車両の購入
デイサービスセンターまちだ園 1,546,000 車両の購入
長岡市デイサービスセンターサンパルコなかのしま 2,000,000 車両の購入
デイサービスセンターこころつくし 2,000,000 車両の購入
平成園 2,000,000 車両の購入
三好園 2,000,000 車両の購入
きわなみ荘 2,000,000 車両の購入
杉の子の家 2,000,000 車両の購入
もみの木の家 2,000,000 屋根防水工事等
サポートセンター青りんご 116,000 備品の購入
もぐら工房 1,474,000 備品の購入
いずみ苑 1,940,000 備品の購入
桑の里 1,000,000 備品の購入
沖見の里 1,741,000 備品の購入
川通どれみ保育園 673,000 備品の購入
両津デイサービスセンターかんぞう 2,000,000 備品の購入
ゆのさと園 430,000 備品の購入
関川村デイサービスセンターふれあいの家 450,000 備品の購入

●地域活動支援センター等	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

焙煎コーヒー温ほか16団体 2,500,000 研修・交流事業等
らぴすらずり 135,000 備品の購入
ＵＮＥＨＡＵＳ 134,000 備品の購入

令和元年度共同募金配分公告
　昨年10月から本年３月まで実施した共同募金の募金総額は455,243,405円、配分総額468,056,401円となりました。改めて県民の皆様
に感謝申し上げますとともに、社会福祉法第120条及び本会定款第47条に基づき、次のとおり公告します。

令和２年３月31日　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　小田敏三　

募金の部	 （単位：円） 配分の部	 （単位：円）

●地域活動支援団体
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

新潟自遊心 219,000 備品の購入
ほほえみ 200,000 燃料費
乙区 71,000 備品の購入

●市町村社会福祉協議会地域活動用車両
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

長岡市社会福祉協議会ほか５団体 7,628,000 車両の購入

●児童養護施設等就労支援	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

児童養護施設等に在籍する生徒等 7,294,000 運転免許取得費

●テーマ型募金支援	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

フードバンクにいがた　ほか13団体 3,000,000 活動費

●「こどもたちの明るい未来づくり基金」から子供食堂への助成
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

にじいろカフェつづけ隊ほか２団体 381,560 活動費等

●ＳＯＣＩＯ－ＲＯＯＴＳ基金助成
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

青松ワークス 167,000 備品の購入

●市町村地域助成
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

市町村社会福祉協議会、地域団体等 220,677,583 地域福祉推進事業

●地域歳末たすけあい	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

市町村社会福祉協議会、地域団体等 77,129,843 年末年始の福祉推進事業等

●NHK歳末たすけあい	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

福祉団体、難病患者支援団体など 7,971,670 車両整備等

●あったか雪募金	
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

除雪ボランティア団体等 1,121,741 除雪資材の購入等

●障害者支援施設車両
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

福祉事業所ハーモニー 2,000,000 車両の購入
あおぞらポコレーション 2,000,000 車両の購入

※�詳細な使途内容については赤い羽根データベースはねっと
（https://hanett.akaihane.or.jp/）をご覧ください。

●新テーマ型募金
配　　　分　　　先 配　分　額 使途内容

フードバンクにいがた　ほか13団体 10,081,004 障害者、高齢者支援等

戸別募金 260,196,956
街頭募金 2,030,536
法人募金 58,080,317
学校募金 8,907,018
職域募金 12,982,493
イベント募金 1,725,630
その他の募金 14,913,683
地域歳末たすけあい募金 77,232,357
ＮＨＫ歳末たすけあい募金 7,971,670
あったか雪募金 1,121,741
にいがた・新テーマ型募金 10,081,004

合　　　　　計 455,243,405

県社会福祉協議会 5,599,000
県広域社会福祉団体 4,442,000
県広域社会福祉施設 33,844,000
地域活動支援センター等 2,769,000
市町村社会福祉協議会地域活動車両 7,628,000
地域活動支援団体 490,000
児童養護施設等就労支援 7,294,000
テーマ型募金支援 3,000,000
障害者支援施設車両 4,000,000
「こどもたちの明るい未来づくり基金」 381,560
ＳＯＣＩＯ－ＲＯＯＴＳ基金助成 167,000
災害準備金積立金 13,650,000
緊急災害配分金 1,500,000
事務費 66,310,000
市町村地域助成 220,677,583
地域歳末たすけあい 77,129,843
ＮＨＫ歳末たすけあい 7,971,670
あったか雪募金 1,121,741
にいがた・新テーマ型募金 10,081,004

合　　　　　計 468,056,401
（注）返還金等を含むため募金と配分は一致しません。
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社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会　新潟県福祉人材センター
〒950-8575 新潟市中央区上所２-２-２　新潟ユニゾンプラザ３階
TEL  025-281-5523　 FAX  025-282-0548　 Mail  ni.jinzaicenter@fukushiniigata.or.jp
HP  http://www.fukushiniigata.or.jp/job/jinzaic/

● ● 福祉職への就職などお気軽に相談ください ● ●

　新潟県福祉人材センターは、職業安定法に基づき、厚生労働大臣の許可を受けて無料
職業紹介事業を行っています。特徴は福祉職専門で職業紹介を行っているところです。
高齢施設、障害施設、児童施設等の求人を取り扱ったり、求職者の相談の対応をしたり
しています。相談所は新潟、長岡、上越（長岡、上越は予約制）と昨年度よりお住まいの
地域にセンター職員が出張して市役所等で相談を行う出張相談も始めました。
　今回は当センターによく寄せられる質問について回答いたします。

　福祉にいがた４月号でお知らせしました「2020年度福祉のしごと就職フェア年間計画」は、コロナウイルス感
染症拡大防止のため開催を見合わせることとなりました。また「介護施設見学会バスツアー」と「介護の職場体験
会」につきましても、開催は未定となっています。各々の今後の開催につきましては、感染状況等を踏まえた上
で決定し、お知らせいたします。

お
知
ら
せ

福祉人材無料職業紹介事業
　県内３カ所の相談窓口で、福祉施設等へ就職を希望する方の相談や、求職登録を行い、福祉事業所の求人に応じて福祉職場を紹介
します。長岡・上越での相談予約は下記電話番号までお電話ください。
　お住まいの地域での相談も承ります。まずはお気軽にお問い合わせください。

【相談窓口】

新　　潟
場 　 　 所

新潟ユニゾンプラザ３階
〒 950-8575　
新潟市中央区上所 2-2-2

相 談 日
月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間
９:00 ～ 17:00

予約
不要

長　　岡
場 　 　 所

長岡市社会福祉センタートモシア２階
〒 940-0071　
長岡市表町 2-2-21

相 談 日
月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間
10:00 ～ 16:00

要
予約

予約受付時間
９:00 ～ 17:00
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

上　　越
場 　 　 所

上越総合福祉センター２階
〒 943-0806　
上越市木田新田 1-1-3

相 談 日
月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間
11:00 ～ 16:00

要
予約

予約受付時間
９:00 ～ 17:00
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

Ｑ１ 資格がなくても仕事はできますか？
 Ａ１  　職種にもよりますが、介護職では資格がなくても募集して

いる求人はあります。無資格で仕事を始めてから、資格を取り、
それに対して法人が補助を出してくれる場合もあります。ま
た各市町村において補助制度等を行っている場合もあります。

Ｑ３ どんな資格がありますか？
 Ａ３  　介護関係では介護職員初任者研修、

実務者研修、介護福祉士があります。
初任者研修や実務者研修は自分でお金
を払って受講するか、ハローワークで
の職業訓練を受けるかで取得できます。
介護福祉士は実務経験と実務者研修が
必要となります。
　児童関係では保育士があります。実
はこの保育士、４年制大学や短大を卒
業していれば大学で学んだ内容にかか
わらず独学で取得することもできます。
　その他、相談支援業務を行う社会福祉
士等分野によって様々な資格があります。

Ｑ２ 70代なのですが、この年齢でも仕事はありますか？
 Ａ２  　ありますし、当センターで探すこともできます。介護関係

のお仕事で近年注目されているのが、介護助手という職種で
す。直接的な介護というよりも、施設内の掃除や食事の配膳、
ベッドメイキング等の介護周辺業務を行うお仕事です。

福祉職への就職、資格の取り方など
気になることはお気軽にお問い合わせください。
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新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　　ユニゾンプラザホームページよりお申し込みく
　ださい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【介護実習室】

［定員］　198名
［広さ］　367㎡

　200インチの大型電動スク
リーンを設置しております。
　研修会や上映会等など多岐
にわたり大画面ならではの迫
力ある映像が映写できます。
　なお、プロジェクターが新
しくなり、より高画質な映像
投影が可能になりました。

［広さ］　101㎡
（実習用ベッド
４台配置）

　介護用ベッド、車椅子、ポー
タブルトイレ、リフト等、介
護実習に必要な備品を各種備
えています。
　介護の実習や研修会にぜひ
ご利用ください。

【大研修室】

NEW

　

株
式
会
社
セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
新
潟
県
、
新

潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る

「
商
品
寄
贈
に
よ
る
社
会
福
祉

貢
献
活
動
に
関
す
る
協
定
（
令

和
２
年
１
月
17
日
締
結
）」
に

基
づ
き
今
ま
で
に
８
件
の
商
品

寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

社
協
か
ら
各
市
町
村
社
協
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
通
じ
て
生
活

に
困
難
を
抱
え
た
個
人
・
世
帯

な
ど
へ
の
支
援
や
地
域
福
祉
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
施
設
、団
体
な
ど
へ
配
分
し
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
３
月
26
日
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
伴
い
、
各
学
校
に
お
け
る

休
校
措
置
な
ど
の
理
由
に
よ
り

学
童
保
育
施
設
や
児
童
養
護
施

設
、
家
庭
で
長
時
間
過
ご
す
児

童
が
増
え
、 
お
や
つ
な
ど
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
①
菓
子
類
＝
セ
ブ
ン
プ
レ

ミ
ア
ム
素
材
の
味
を
生
か
し
た

皮
付
き
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
、
セ
ブ

ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

カ
リ
ッ
と
食

感 

バ
ナ
ナ
チ
ッ
プ
ス
チ
ョ
コ
、

セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

ク
ラ
ン

ベ
リ
ー
の
果
実
感
じ
る 

ホ
ワ

イ
ト
ク
ラ
ン
チ
チ
ョ
コ
計
７
，

４
４
０
個 

②
玩
具
類
＝
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
Ｕ
Ｎ
Ｏ
、ト
ラ
ン
プ
、

将
棋
、
フ
ー
セ
ン
、
な
わ
と
び

計
60
個
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
童
保
育
施
設
、
県
内
児
童
養

護
施
設
、母
子
支
援
施
設
、フ
ー

ド
バ
ン
ク
２
カ
所
、
新
潟
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
な
ど
へ
配

分
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
よ
り

８
件
の
商
品
寄
贈

寄 贈 先 一 覧
・阿賀町社会福祉協議会　　令和２年１月17日
・田上町社会福祉協議会　　令和２年１月23日
・新潟県社会福祉協議会　　令和２年１月31日
・柏崎市社会福祉協議会　　令和２年２月14日
・村上市社会福祉協議会　　令和２年２月28日
・新潟市社会福祉協議会　　令和２年２月28日
・新発田市社会福祉協議会　令和２年３月７日
・フードバンクにいがた　　令和２年４月１日

村上社会福祉協議会への寄贈商品

新発田市社会福祉協議会への寄贈



福祉にいがた 12

　「オアシス21」は８・12月の年２回（各２万
部）、「福祉にいがた」は前記を除く月の年10回（各
１万５千部）発行しており、両者合わせて毎月１回読
者にお届けしております。
　配置・配布先は、市区町村社会福祉協議会、保育園
を含む社会福祉施設のほか、小学校から大学までの教
育機関、銀行や図書館・公民館窓口などであり、幅広
い方々から手に取っていただいています。

社会福祉法人新潟県社会福祉協議会機関誌広告基本料金表
区分 大きさ 掲載料 カラー

全ページ（裏表紙）縦25.5㎝×横17㎝ 14万円 18万円（20万円）
半ページ 縦12.5㎝×横17㎝ 7.5万円 10万円（12万円）
２　　段 縦10㎝×横17㎝ ６万円 ８万円
１　　段 縦５㎝×横17㎝ ３万円 ４万円

機関誌「福祉にいがた」「福祉にいがた　オアシス21」の広告募集

＊消費税別　＊版下代は広告主負担　＊カラーのカッコ内は裏表紙料金
問い合わせ　新潟県社会福祉協議会　企画広報課　☎025（281）5584

この機関誌は、

赤い羽根共同募金の

助成を受け発行しています。

発行所／社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会

　　　　新潟市中央区上所2－2－2ユニゾンプラザ

　　　　☎ 025－281－5584

発行人／関原　貢

定　価／５円（会員の購読料は会費に含む）

福祉にいがた
令和２年5月1日発行（毎月1日発行）

昭和27年9月16日　第三種郵便物認可

印刷／島津印刷㈱

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
中
央
区
上
所
）
の
「
福
祉

の
店
パ
レ
ッ
ト
」
と
「
ユ
ニ
ゾ

ン
の
図
書
館
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
階
の
「
福
祉
の
店
パ
レ
ッ

ト
」。
福
祉
施
設
な
ど
で
障
が

い
者
の
皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て

作
っ
た
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど

の
食
品
と
小
物
類
な
ど
約
１
千

点
を
紹
介・販
売
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ン
は
日
替
わ
り
で
各
施
設

自
慢
の
も
の
が
届
き
ま
す
。
地

産
地
消
の
ジ
ャ
ム
や
コ
ン
ポ
ー

ト
、
農
福
連
携
の
大
豆
粉
ド
ー

ナ
ツ
な
ど
評
判
は
上
々
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
や
１
点
１

点
表
情
が
違
う
手
作
り
の
布
製

人
形
、
ベ
ビ
ー
ス
タ
イ
な
ど
を

取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

２
階
の
「
ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書

館
」
は
、
福
祉
や
介
護
、
女
性

問
題
に
関
連
し
た
専
門
図
書
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
覚
資
料
を

所
蔵
す
る
図
書
館
で
す
。
福
祉

職
の
方
々
の
学
習
や
研
修
に
役

立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
入
門
書
か
ら
最
近

の
話
題
作
、
ま
た
根
強
い
人
気

の「
ヘ
ル
プ
マ
ン
」を
は
じ
め「
傘

寿
ま
り
子
」「
新
小
さ
い
ひ
と　

青
葉
児
童
相
談
所
物
語
」や「
聲

の
形
」
な
ど
地
域
福
祉
や
障
が

い
問
題
を
描
い
た
コ
ミ
ッ
ク
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
パ

レ
ッ
ト
は
５
月
10
日
（
日
）
ま

で
、
図
書
館
は
５
月
11
日
（
月
）

ま
で
休
み
ま
す
（
予
定
）。

福祉の店パレット

ユニゾンの図書館
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ご
意
見
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　「
福
祉
の
現
場
」
は
休
載
い

た
し
ま
し
た
。

ユ ニ ゾ ン の 図 書 館 ニ ュ ー ス
「ケーキの切れない非行少年たち」 著　：宮口　幸治

発行：新潮社

　児童精神科医の筆者は多くの非行少年たちと出会う中で、「反省以前のこども」が沢
山いるという事実に気づく。少年院には、認知力が弱く、「ケーキを等分に切る」こと
すらできない非行少年が大勢いたが、それは普通の学校でも同じで人口の十数％いる
とされる「境界知能」の人々に焦点を当て、困っている彼らを学校・社会生活で困ら
ないように導く効果的な支援方法が、語られている。

問い合わせ　新潟ユニゾンプラザ図書情報ルーム　☎ 025-281-5514

日　付 寄　付　者 寄　付　額

令和２年
３月30日

公益財団法人　真柄福祉財団
新潟県内の障がい者施設等の授産
事業の振興と障がい者の生きがい
並びに社会参加の促進を図るため
設置されている福祉の店パレット
新潟店において障がい者福祉のた
めに活用させていただきます。

2,000,000円

寄 付 あ り が と う ご ざ い ま し た （敬称略）

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い


